
2021～2022年度  国際ロータリー会長　シェカール・メータ

●会　長　橋元　隆　●副会長　田中　和俊　●幹　事　下村　哲也　●編　集　広報・雑誌・IT委員会（公共イメージ）

愛をもって行動し、実践しよう！愛をもって行動し、実践しよう！

例会場 例会日 毎週月曜日 事務局
〒892-0828  鹿児島市金生町3-13-5F
TEL.099（223）9366・FAX.099（239）3504

メール
ホームページ

kchuorc@bi.wakwak.com
http://kagoshimachuo-rc.jp/山形屋７Ｆ社交室

本 日 の
プログラム

前回例会出席率

令和３年12月20日　第2033回例会

週報 No.

80.0%

橋元　隆

本日は、月に一度の会員スピーチとな
ります。

会員スピーチ
福留　幸一郎

12 月 14 日は「忠臣蔵の日」赤穂義士討
入りの日です。残雪の早朝に討ち入ったの
ですが、当時も寒かったと思います。江戸
時代の服装は基本的に綿、麻、絹の織物で
作られていました。保温能力が低く寒さも

ひとしお感じられたでしょう。同時に当時の方々の体力
の強さに驚きます。日本人の平均寿命は江戸時代は、34
歳。縄文時代は 15 歳。平安時代は 25 歳。明治大正でも
44歳です。テクノロジーの発達が人間に寿命に大きく影
響しています。
私の店ではこの 12月西郷さん大久保さんのお洋服のレ
プリカ作成を鹿児島市から依頼されました。服を作ると

判ることが多々あります。西郷さんも大久保さんも身長
178センチ、それぞれ体重は 110キログラムと 68キログ
ラムとのことです。当時の男性の平均身長が 156 センチ
なので体格からもカリスマ性があったろうと思います。
今ファッションのトレンドはジェンダーレスです。男
性なら菅田将暉、女性ならあいみよんさんのスタイルを
見てください。アパレル業界全体が不景気で新作品をラ
インナップできず、ユニクロでも同じデザインのニット
を男女兼用で販売しています。
今シーズンのトレンドカラーの一番はイエローです。ト
レンドカラーは8色が発表されるのですが、実は2年前か
ら企画されています。業界全体が2年後の流行色を取り決
め、原材料の選定、糸染めから織り上げ、デザイナーが考
えた服が出来上がるまでそれだけの時間がかかります。
スーツを着る際にお洒落に見えるコツを二点ほど。一つ
はネクタイの結び目にディンプル（窪み）を作ること、も
う一つは少し恥ずかしいかもしれませんがポケットチー
フを刺すことです。季節に応じた素材、冬ならフランネ
ル、夏なら麻などの服を着ると豊かな気持ちになります。
ファッションは生きる力を与えてくれます。この業界に
とってもこの先の景気回復が期待されているところです。
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■ 松元　まや

私の仕事は主にホームページを企画・
制作して運営のお手伝いをすることです。
「Web で鹿児島を元気に！」というコンセ
プトのもと 2006 年に会社を設立しました。
パソコンを使った仕事なのでシステム会社

と同じように思われがちですが、ジャンル的には異なる
分野で、多くの要素が必要とされます。見た目やトレン
ドを意識したデザイン的な要素、コーディングというプ
ログラミング的な要素のほか、広告や集客のための対策
も行います。近年ではSNSが重要な集客のツールとなっ
て、年々やることが増えていくという大変な時代です。
便利なツールが出てくるのと同時に、業務が複雑になっ
ていくのを感じます。昨今コロナでデジタル化が急速に
進みました。DXというキーワードもよく耳にされると
思いますが、「ITやWeb を使ってビジネスを変革する、
生活を便利にする」ことで私たちサービスを提供する側
も受ける側もより良い生活へ繋げられるのではないかと

会員卓話「会長・幹事　上期を終えて」
　　　　　　橋元　隆君・下村　哲也君 疾病予防と治療月間12月

【理　　　事】
職業奉仕委員長	 吉田　健朗
社会奉仕委員長	 下　　隆治
国際奉仕委員長	 坂元　直人
青 少 年 委 員 長	 加島　　繁
プログラム委員長	 宮脇　謙舟
交 流 委 員 長	 竹添　　寛
直 前 会 長	 橋元　　隆

【役　　　員】
会 長	 田中　和俊
副 会 長	 高岡　和也
幹 事	 松元　まや
副幹事（兼副ＳＡＡ）	 栫　浩多郎
会 計	 川路　理幸
Ｓ Ａ Ａ	 下村　哲也



ロータリーソング：「それでこそロータリー」
職業宣言唱和：３・４
ゲスト紹介：米山記念奨学生　陳　珂雨様
食事：「米山ランチ」・「本日の演奏」
会長の時間：会長　　橋元　隆君
奨学金支給：陳　珂雨様
会務報告：幹事　下村　哲也君
１）本日の配布　①週報　②ロータリーの友 12 月号　
２）出席免除について
　現在、欠席のご連絡をいただいた方は、出席扱いとしてい
ますが、1/12 で終了いたします。
　１月 17 日の例会から通常通り、欠席された方は他クラブ
への例会出席、記帳等メーキャップのご協力をお願いいたし
ます。
　食事数の確認のため欠席される方は事務局までご連絡をお
願いいたします。
３）2022 年 6 月 4 日～ 8 日アメリカ、ヒューストンにて国
際大会が開催されます。
　地区内クラブ会員の登録状況把握のため、登録されている
方、登録予定の方は、
　事務局までお申し出ください。

４）本日　ラウンドテーブル　18：30～於：ごはんのじかんinatome
　　担当：社会奉仕委員会
５）RCC例会　11：00 ～　場所：リンクビル９階
　　12/26（日）指名出席者→本村・丸山　各会員
６）次週12/20（月）例会プログラム　会長・幹事上期を終えて
出席報告：出席委員会
スマイルボックス：親睦委員会
３分間情報：友の見どころ→広報雑誌・ＩＴ委員会
年次総会
①次期理事役員発表⇒副会長　田中　和俊君
②次期理事役員挨拶
③�現年度の収入と支出を含む中間報告および前年度の財務報
告の発表

次回例会　令和４年１月12日（水）
新春合同例会

サンロイヤルホテル
出席率 会員数 出席数 出席報告

第2032回例会 54名 32名 80.0%
前々回（11月29日）の補正 54名 34名 82.93%
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本日の曲目：星に願いを、クリスマスソング、クリスマスイブ	 演奏：入来慶子

●海江田　順三郎君／先週、NHKテレビで旧制の鹿商入学の
年に起こった真珠湾攻撃についてのインタビュー談話を放映さ
れましたのでスマイルいたします。尚、終戦はその後転校した
旧制二中の４年生の時に勤労動員先の佐世保で迎えました。
●池畠　泰光君／スマイルが一週間遅れましたが、家族クリ
スマス会では私の家族が大変お世話になりました。孫達は私に
似ずにとても大人しかったと聞きました。ご迷惑をかけました。
来年が楽しみです。
●宇都　和治君／誕生日お祝い有難うございます、「健全なる
精神は健全なる身体に宿る」とある通りの 76 才清く正しく生
きてまいりました、なんといっても若さの秘訣は感動すること、
ときめくこと、興奮する事なり。「勝みなみ」は少し賞味期限が
過ぎましたので来年は「小祝さくら」を応援していきます。以上
●平山　勢津子君／先日の忘年会お疲れ様でした。特に橋元

御一家の家族の皆様の頑張り、会を盛りあげて下さったこと感
動しました。又、下村幹事の頑張りにも感動しました！本当に
この会に携わって下さった皆様に御礼申し上げます。いただい
た体重計で来年こそ１kgでも減量頑張ります。
●加島　繁君／ 12 月１日（水）23 回MBCシニアゴルフが無
事終了しました。うまい人はうまいなりに、そうでない人はそ
れなりに寒い一日 55 歳から 88 歳までのシニアの方々に楽しん
でいただきました。今回は初めて女性がパープレーで健闘しま
したが優勝者は２アンダーでした。１月３日MBCの正月番組
で放送します。
●田實　太志朗君／先日は結婚記念日の御祝い有難うござい
ました。48年過ぎました。これより先も健康で明るく頑張って
参りたいと思っております。有難うございました。
●福山　泰広君／本年最後のスマイル担当です。今年の私の数
多くの失礼をおわびするためスマイルいたします。

12月13日のスマイル　小計 18,000円　2021〜2022年度　累計 321,467円

思います。私の職業が世の中の役に立てるようにこれか
らも精進して参りたいと思います。

■ 栫　浩多郎
【会社概要】

会社名：株式会社共栄
所在地：鹿児島市宇宿 2丁目 4番 1号
社員数：61 名
業種：�LP ガス、石油（SS）、クリクラ、リ

フォーム
　　　※今年から別会社にて不動産事業をスタート
理念：�私たちは住環境事業を通じてお客様の「より身近

なライフサポーター」として共に進化し社会に貢
献します

ビジョン：くらしやすいまちをつくる

【職業奉仕とは・・・？】

この度、この様な機会を与えていただき、あらためて
職業奉仕とは何であるかを考えさせられました。我が社は
どの様に職業奉仕を実行しているのかと考えた時に、我

が社は創業より地域のお役に立つ事業を展開しているこ
とがあげられると感じました。乾物商からスタートした
1940年代は戦時中ということもあり「食」の安定供給が
１つの地域の問題でありました。また、1950年代からは
モータリゼーションの中で、それを動かすエネルギーをい
かに安定して供給するか？など、いかに産業や生活の「不」
を解消するのか、マイナスをゼロにするかということが
社会の要請でありました。生活の水準が向上するに従い、
こんどはいかに生活をより豊かにするのか？という問い
を社会から投げかけられ、クリクラ事業・リフォーム事業
を展開してきたのが2000年に入ってからの取り組みです。

【これからの時代の社会からの要請】

日本やこの鹿児島においても、これから先の時代は「よ
り豊かに」ということに変わりはないでしょうが、弊社
のような企業に求められる課題は「少子高齢化」「空家
増加」など暮らしや「住」に関する問題解決、そして世
界的な要請でもある「カーボンニュートラル」や「ＳＤ
Ｇｓ」などいわゆる社会性の高い世の中の要請が増えて
いくと考えています。


